
第１章 はじめに 
 

143 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

⽬標 効果

 
 

第７章 



第７章 目標・効果 
 

144 

 

 

 

■基本的な考え方 

⽬標・効果  本計画 定  基本⽅針 具体施策 基 検討     
具体施策 ⽬標 効果     連続      具体施策 実施      ⽬標（      ） 達成 

           ⽬標 達成       効果（     ） 達成      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■目標・効果の進捗管理 

本計画は約 20 年後 令和 22 年（2040 年） ⽬標年次  
        ５年 １            
 本計画 基  施策 実施状況 確認 ⽬標 効果 達成状況
 評価 検証 ⾏  上  ⾒直  改善 図 ＰＤＣＡ     
繰 返       ⽬標 効果 実現 ⽬指     
  

目標・効果の考え方 ７-１ 

【⽅針１】都市機能・観光 
歴史 ⽂化 活⽤  回遊して楽しいまち 

【⽅針２】居住・⼈⼝ 
⼦育  教育 盛  活気     
 

【⽅針３】連携・地域 
公共交通 公共施設 連携  便利    
 

⽅向性１ 市街地内を結ぶ回遊軸の強化 
⽅向性２ 新庁舎・図書館を中⼼とした市街地の

魅⼒ 向上 
⽅向性３ 地域資源を結ぶ観光の拠点整備 

⽅向性１ 空き家と空き地の活⽤促進 
⽅向性２ ⺠間主体 開発 促進 
⽅向性３ 若 ⼈ 市内 留  環境    推進
⽅向性４ 郊外部における開発の抑制・適地への

誘導 

⽅向性１ 誰もが使いやすい公共交通への再編 
⽅向性２ 地域における拠点の整備 
⽅向性３ 誰もが暮らしやすい地域⽣活圏の構築 
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Plan（事業計画 策定） ⽴地適正化計画 策定 改訂 
Do（事業 実施） 具体施策等 実施 
Check（評価 検証） 達成状況 評価 検証 
Action（改善） 検証結果 応  計画 ⾒直  
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■目標の基になる基本方針・具体施策の方向性 
都市機能 観光 基本⽅針 具体施策 ⽅向性 以下 通    賑     市街地 形成     市

⺠ 観光客 徒歩 ⾃転⾞ 買 物 ⽂化活動等 楽   市街地              
 
 
 
 
 
 
 
 

■目標① 
本市 商業集積地区 売 上   年々減少 続      特 ⾚⾨筋 京町 中通  衰退 顕著  

             市街地内 回遊性 ⾼  観光客 地域 住⺠ 買 物         具体施策
 展開            

    都市機能 観光 ⽬標①     商業集積地区 売 上 増加  設定     
 
 
 
 
 

 

■目標② 
ＪＲ善通寺駅  総本⼭善通寺     本計画 市街地回遊軸 設定  特 重点的 施策 実施  

             区間  図書館機能 持  新庁舎 建設 予定      賑      努     
       

    都市機能 観光 ⽬標②     新庁舎前 市街地回遊軸（停⾞場線） 歩⾏者 ⾃転⾞通⾏
者数 増加  設定     
 
 
 
 

  

（１）「都市機能・観光」の目標 

目標 ７-２ 

 
 

 
 
 

１．市街地内を結ぶ回遊軸の強化    ２．新庁舎 図書館 中⼼   市街地 魅⼒ 向上 
３．地域資源を結ぶ観光の拠点整備 

具体施策の⽅向性 

【基本⽅針】 
都市機能誘導区域 活性化 魅⼒ 向上 ⽬指  歴史・⽂化を活⽤した回遊して楽しいまち 

【⽬標①】 商業集積地区 売 上 増加 

現況値（平成 26 年） ⽬標値（令和 22 年） 

912 万円 1,000 万円 

【⽬標②  新庁舎前 市街地回遊軸（停⾞場線） 歩⾏者 ⾃転⾞通⾏者数 増加  

現況値（令和元年） ⽬標値（令和 22 年） 

2,069 ⼈/⽇ 2,500 ⼈/⽇ 

 

※秘匿値分 本町 鎌倉町 ⼤通 銀天会 含    
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■目標の基になる基本方針・具体施策の方向性 
居住 ⼈⼝ 基本⽅針 具体施策 ⽅向性 以下 通    ⽤途地域内 ⼈⼝減少 ⾼齢化 若 世代

 流出 抑制      空 家 空 地 活⽤ ⼦育  教育機能 充実 図           
 
 
 
 
 
 
 
 

■目標① 
現在 居住誘導区域内  狭 敷地 前⾯道路 問題    建 詰   発⽣             

  居住誘導区域 都市     化対策 実施  市街地 再編等 取 組          今後    
住     市街地 居住誘導区域内  形成       前提  低下 続  ⼈⼝密度 緩   回復 
    ⽬指       

    居住 ⼈⼝ ⽬標①     居住誘導区域内 ⼈⼝密度 低下 抑制  設定     
 
 
 
 
 

■目標② 
本市   今後 居住誘導区域内 中⼼    積極的 住宅施策 展開              受 

  地域 住⺠    市 住宅施策 状況     満⾜度 向上 図      予想      
    居住 ⼈⼝ ⽬標②     市 住宅施策 状況     満⾜度 向上  設定     

 
 
 
 

  

（２）「居住・人口」の目標 

 
 

 
 
 

１．空き家と空き地の活⽤促進    ２．⺠間主体 開発 促進 
３．若 ⼈ 市内 留  環境    推進    ４．郊外部における開発の抑制・適地への誘導 

具体施策の⽅向性 

【基本⽅針】 
居住誘導区域 若返  ⼈⼝増加 ⽬指  ⼦育て・教育が盛んで活気あるまち 

 ⽬標①  居住誘導区域内 ⼈⼝密度 低下 抑制 

現況値（平成 27 年） ⽬標値（令和 22 年） 

53.99 ⼈/ha 48.89 ⼈/ha（社⼈研推計 37.82 ⼈/ha） 

【⽬標②  市 住宅施策 状況     満⾜度 向上 

現況値（令和元年） ⽬標値（令和 22 年） 

32.2％ 50.0％ 
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■目標の基になる基本方針・具体施策の方向性 
連携 地域 基本⽅針 具体施策 ⽅向性 以下 通    ⾃動⾞     便利 都市 ⽬指  ⽣活

圏単位  都市機能 集約     併  公共交通 再編 ⽬指           
 
 
 
 
 
 
 
 

■目標① 
本市   狭 市域 無料 市⺠   網羅              少   ⽇便数 ５便 満    

   多    利便性 ⾼   ⾔   状況   鉄道          結節 良        利⽤者
数 減少 続          状況 受  本計画  公共交通 関  拠点整備 再編 取 組     
      

    連携 地域 ⽬標①     公共交通 利⽤者増加  設定     
 
 
 
 
 
 
 

■目標② 
本市 公共施設等総合管理計画   効率的 財政運営 ⽬指   建築系施設 総延床⾯積  令和

27 年（2045 年）   35%縮減           ⼀⽅  本計画  ８        拠点 ４   
  拠点 集約          公共施設     必要 応  統合       考       

    連携 地域 ⽬標②     公共施設 建築系施設    総延床⾯積 縮減  設定     
 
 
 
 

  

（３）「連携・地域」の目標 

 
 

 
 
 

１．誰もが使いやすい公共交通への再編    ２．地域における拠点の整備 
３．誰もが暮らしやすい地域⽣活圏の構築 

具体施策の⽅向性 

【基本⽅針】 
市全体 ⽣活利便性 向上 ⽬指  公共交通 公共施設 連携  便利    

 ⽬標①  公共交通 利⽤者増加 

現況値（   平成 29 年 JR 平成 28 年） ⽬標値（令和 22 年） 

    56,852 ⼈ 
JR  524,880 ⼈ 

    60,000 ⼈ 
ＪＲ 600,000 ⼈ 

 

【⽬標②  公共施設 建築系施設    総延床⾯積 縮減 

現況値（平成 27 年） ⽬標値（令和 22 年） 

163,493 ㎡ 29％縮減（公共施設等総合管理計画 令和 27 年  
35%縮減⽬標 経過年数 按分） 
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前項   都市機能 観光   居住 ⼈⼝   連携 地域       ⽬標 達成      実現 ⽬指 
効果     善通寺市 住 続    思 市⺠ 割合増加  設定     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

効果 ７-３ 

 善通寺市 住 続    思 市⺠ 割合増加 

現況値（令和元年） ⽬標値（令和 22 年） 

79.8％ 90.0％ 

 

新庁舎前の市街

地回遊軸（停車

場線）の歩行

者・自転車通行

者数の増加 

商業集積地区の

売り上げ増加 

居住誘導区域内

の人口密度の 

低下の抑制 

公共交通の 

利用者増加 

公共施設の建築

系施設における

総延床面積の 

縮減 

市の住宅施策の

状況についての

満足度の向上 
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